
可
意
可
意

早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
書

県
ため
庁
実現
しま

る
よ
う

市
町
を
積
極
的
に
支

援
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
 

範
意
識
を
醸
成
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
 

　
広
島
県
議
会
は
、二
月
定
例
会
を
二
月
九
日
か
ら
三
月
九
日
ま
で
の

二
十
九
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
定
例
会
で
は
「
平
成
十
九
年
度
広
島
県
一
般
会
計
予
算
」
や
「
広

島
県
障
害
者
自
立
支
援
特
別
対
策
事
業
基
金
条
例
」
、「
地
球
温
暖
化
対

策
の
一
層
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
、八
十
三
議
案
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
 

　
本
会
議
に
お
い
て
は
知
事
後
援
会
の
政
治
資
金
規
正
法
違
反
問
題
や

県
行
財
政
上
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、四
人
の
議
員
が
各
会
派
を
代
表
し
て

質
問
を
行
っ
た
ほ
か
、十
二
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
平
成

十
九
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
審
査
し

た
ほ
か
、各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
議
案
な
ど
に
つ
い
て
審

査
・
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
最
終
日
に
は
、知
事
後
援
会
の
政
治
資
金
規
正
法
違
反
事
件
に
関
す
る

訴
訟
記
録
に
お
け
る
議
員
の
実
名
等
の
開
示
請
求
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
不
服
と
し
て
、広
島
地
方
裁
判
所
に
準
抗
告
の
申
立
て
を
行
う
こ

と
を
議
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
藤
田
知
事
の
辞
職
勧
告
に
関
す
る
決
議
」

を
可
決
し
ま
し
た
。
 

2月定例会
日程

（平成19年2月9日～3月9日）

2月 9日 本会議　［開会、提案理由説明など］ 

2月13日 全員委員会　［提案事項の説明など］ 

3月 9日 本会議　［委員長報告、議案の採決など］ 

2月26日～27日 各常任委員会

2月15日～22日 本会議　［代表質問、一般質問など］ 

2月23日 予算特別委員会

3月1日～7日 予算特別委員会

平成19年度当初予算の概要

「元気挑戦プラン」と「実施計画」に
 おける重点プログラム

●平成19年度当初予算…
●平成18年度補正予算…
●条例案 …………………
●人事案件 ………………
●その他の議案 …………

●意見書案 ………………
●決議案 …………………

一般会計1件、特別会計12件、企業会計4件 
一般会計1件、特別会計8件、企業会計4件 
広島県障害者自立支援特別対策事業基金条例案など29件 
副知事の選任、教育委員の任命、監査委員の選任 
工事請負契約（広島港港湾環境整備工事など）の締
結についてなど16件 
知事後援会の政治資金規正法違反事件の訴訟記録
に係る閲覧一部不許可処分に対する準抗告について 
地球温暖化対策の一層の推進を求める意見書など3件 
藤田知事の辞職勧告に関する決議 

●平成19年度広島県当初予算を可決
予算特別委員会を設置して審査した総額9,726億円の一般会計予算をはじめとする平
成19年度広島県当初予算を可決しました。 

●「広島県障害者自立支援特別対策事業基金条例」を可決
障害者自立支援対策臨時特例交付金が国から交付されることに伴い、県及び市町が障害
者自立支援法に基づく制度の円滑な運用を図ることを目的とする事業を実施するために
必要な経費の財源に充てる基金を設置しました。 

○平成19年度の一般会計当初予算規模は9,726
億円で、財政改革への取り組みなどにより平成
18年度当初予算に比べ14億9千万円、0.2％の
減となり、平成14年度以降6年連続の緊縮予算
となっています。 

○しかし、厳しい財政状況にあっても、広島県総合
計画「元気挑戦プラン」に基づく事業については、
可能な限り必要な財源を確保するとともに、より
一層の施策の選択と集中を図り、重点プログラム
の中でも8つの「新展開施策」については、財源
を重点配分し、積極的に事業が展開されます。 

明日を拓く「人」を育むプログラム

新たな「活力」を創るプログラム

暮らしの「安心」を守るプログラム

新しい「自治」を築くプログラム
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ご近所
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平成19（2007）年4月

年4回発行

平成19（2007）年4月

（平成13年撮影）

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

●第16回調査会（平成19年1月19日）
知事の政治資金パーティー券の購入・売
りさばきに係る質問先及び質問事項を
協議し、広島県土地改良事業団体連合
会など3団体に質問することとしました。 

●第17回調査会（平成19年1月31日）
上記3団体からの回答結果について協
議し、この結果を議長へ報告するととも
に、併せて、百条委員会設置の可否を各

派代表者会議において検討されること
を要請しました。 

●第18回調査会（平成19年3月5日）
元事務局長から調査会に出席できない
旨の報告があったことを受け、今後の進
め方を検討し、新たな調査項目が生じる
か、元秘書等から出席の回答があり次第、
調査会を開催することとしました。 

（県議会のホームページに、各回の概要を掲載しています。） 

座長　平　浩介議員 

知事後援会の政治資金規正法違反問題等に関する
調査会の概要
12月定例会閉会後、3回の調査会を開催しました。

●平成19年度広島県当初予算を可決
●「広島県障害者自立支援特別対策事業基金条例」を可決
●知事後援会の政治資金規正法違反事件の訴訟記録に係る
　閲覧一部不許可処分に対する準抗告について議決
●「藤田知事の辞職勧告に関する決議」を可決

●平成19年度広島県当初予算を可決
●「広島県障害者自立支援特別対策事業基金条例」を可決
●知事後援会の政治資金規正法違反事件の訴訟記録に係る
　閲覧一部不許可処分に対する準抗告について議決
●「藤田知事の辞職勧告に関する決議」を可決

●「藤田知事の辞職勧告に関する決議」の要旨
事件が発覚して以来、知事は真相解明と県民への説明責任を果たすべく、真摯
に取り組むと何度も表明されたが解明にはいたっておらず、知事の道義的、政
治的責任はもはや免れない。よって、再度、知事を辞職されることを勧告する。 



福
山
市
と
井
原
市
・
笠
岡
市
は
、

日
常
的
な
往
来
が
活
発
で
、一
体

的
な
産
業
の
発
展
に
も
取
り
組
ん
で
き
た

が
、こ
の
圏
域
で
の
広
域
的
連
携
の
検
討
・

実
践
は
、道
州
制
実
現
へ
の
具
体
的
な
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
り
得
る
。
平
成
十
九
年

度
の
備
後
都
市
圏
に
お
け
る
調
査
研
究
を
、

県
境
を
越
え
た
広
域
連
携
に
ど
の
よ
う

に
役
立
て
る
の
か
。

答
調
査
研
究
の
成
果
を
、県
境
を

越
え
た
広
域
的
な
都
市
基
盤
整

備
や
産
業
政
策
な
ど
の
施
策
へ
反
映
さ

せ
る
と
と
も
に
、国
土
形
成
計
画
の
広

域
地
方
計
画
へ
の
反
映
を
、岡
山
県
と

連
携
し
、積
極
的
に
提
案
す
る
な
ど
、自

立
し
た
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
形
成
に
向
け
、

本
県
と
し
て
先
導
的
な
役
割
を
発
揮
し

て
い
く
。 

問
道
州
制
を
先
導
す
る

広
域
連
携

全
て
の
分
野
に
お
い
て
、県
と
広
島
市

と
の
役
割
分
担
や
政
策
協
力
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、お
互
い
が
真
摯
に
議
論
し
、共
有

し
て
こ
そ
、真
の
連
携
が
で
き
る
と
考
え
る
が
、

役
割
分
担
や
政
策
協
力
の
あ
る
べ
き
姿
を
ど
う

考
え
、実
現
に
向
け
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
高
次
都
市
機
能
の
強
化
に
つ
な
が
る

事
業
は
、お
互
い
の
役
割
分
担
の
も
と

協
力
し
て
お
り
、広
島
都
市
圏
の
中
枢
拠
点

性
の
向
上
に
向
け
た
協
議
や
、協
議
会
な
ど

を
通
じ
た
共
通
認
識
の
形
成
も
図
っ
て
い
る
。

今
後
と
も
、広
島
市
と
の
役
割
分
担
を
明
確

に
し
た
上
で
、県
・
市
幹
部
職
員
の
共
通
認
識

を
よ
り
一
層
深
め
、課
題
に
対
応
し
て
い
く
。 

問
広
島
市
と
の
役
割
分
担
と

政
策
協
力

地
方
分
権
の
推
進
は
、地
方
自
治
体

の
行
財
政
能
力
の
差
に
よ
り
地
域
間

格
差
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、各
市

町
は
、人
材
育
成
や
体
制
整
備
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
地
域
間
格
差
を
生
じ
さ
せ

な
い
た
め
、県
と
し
て
、こ
う
し
た
市
町
の
取

り
組
み
を
、ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
合
併
後
の
地

域
の一
体
化
や
権
限
移
譲
後
の
円
滑

な
業
務
執
行
の
確
保
に
加
え
、今
後
の
市
町

の
人
材
育
成
や
体
制
整
備
に
向
け
た
取
り

組
み
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、地
域
間
格

差
を
で
き
る
限
り
縮
小
し
、分
権
型
社
会
に

お
け
る
基
礎
自
治
体
の
実
現
に
努
め
る
。 

問
地
方
分
権
改
革
に
お
け
る

市
町
支
援

知
事
部
局
等
の
職
員
数
の

見
直
し

県
、広
島
市
、周
辺
市
町
、経
済
界

で
検
討
協
議
会
を
設
立
し
、広
島

都
市
圏
が
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
成
長
を
け
ん

引
す
る
拠
点
と
な
る
た
め
に
必
要
な
都

市
機
能
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
し
て
い
る

が
、現
在
、ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
、こ

の
結
果
を
広
島
都
市
圏
が
州
都
と
な
る

た
め
に
、ど
う
活
用
す
る
の
か
。

答
広
島
都
市
圏
が
ブ
ロ
ッ
ク
の
拠
点

都
市
圏
と
し
て
の
役
割
を
担
う

に
は
、空
港
・
港
湾
機
能
の
強
化
、高
速

道
路
網
の
整
備
、都
市
型
産
業
の
集
積

促
進
な
ど
、一
層
の
高
次
都
市
機
能
の

強
化
が
課
題
で
あ
り
、こ
の
調
査
研
究

の
成
果
を
、国
土
形
成
計
画
の
広
域
地

方
計
画
に
反
映
で
き
る
よ
う
提
案
す
る
。 

問
広
島
都
市
圏
中
枢
拠
点
機
能
の

強
化

公
共
土
木
施
設
の
老
朽
化
対
策

に
つ
い
て
は
、予
防
的
・
計
画
的
な

維
持
補
修
に
転
換
し
、施
設
の
長
寿
命
化

や
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

三
年
間
で
維
持
修
繕
費
を
一
七
・
五
％
削

減
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、平
成
二
十

一
年
度
か
ら
本
格
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
初
期
費

用
は
確
保
で
き
る
の
か
。

問
公
共
土
木
施
設
の

維
持
管
理
コ
ス
ト

知
事
後
援
会
問
題
に
つ
い
て
、何

ら
の
解
明
も
な
く
異
常
事
態
が

続
い
て
き
た
。
そ
の
原
因
は
知
事
の
責
任

回
避
の
姿
勢
に
あ
る
。
元
事
務
局
長
は
調

査
会
に
出
席
し
、元
秘
書
も
出
席
に
向
け

準
備
中
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、こ
れ
ら
は

知
事
が
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
と
は

違
う
。
知
事
の
説
明
責
任
は
、知
事
自
ら

の
口
で
述
べ
る
も
の
で
あ
る
と
思
う
が
、

知
事
の
見
解
を
伺
う
。

問
知
事
の
後
援
会
問
題
に
係
る

説
明
責
任

羽
原
川
の
下
流
域
は
、幾
度
も
住

宅
の
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、

県
で
は
、高
潮
対
策
の
実
施
を
計
画
し
て

い
る
が
、具
体
的
な
事
業
は
始
ま
ら
ず
、

地
域
住
民
は
、依
然
と
し
て
浸
水
の
不
安

を
抱
い
て
い
る
。
高
潮
対
策
事
業
の
早
期

完
成
と
い
う
地
元
の
願
い
に
、県
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
羽
原
川
の
抜
本
的
な
高
潮
対
策

と
し
て
、河
口
部
に
防
潮
水
門
と

ポ
ン
プ
場
を
設
置
す
る
計
画
を
策
定
し
、

国
庫
補
助
事
業
に
よ
る
平
成
十
九
年
度

か
ら
の
事
業
着
手
を
国
に
要
望
し
て
お
り
、

地
元
の
協
力
を
得
な
が
ら
、高
潮
被
害
の

不
安
の
早
期
解
消
に
努
め
る
。 

問
羽
原
川
の
高
潮
対
策

備
後
地
域
に
お
け
る
産
業
団
地
の

整
備
と
産
業
施
策
の
推
進

公
共
事
業
の

談
合
防
止
に
向
け
た
対
応

答
平
成
十
八
年
度
、全
て
の
市
町
で
、

事
務
移
譲
具
体
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

策
定
し
、十
九
年
度
か
ら
、本
格
的
に
移
譲

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、専
門
性
と

高
度
な
技
術
力
の
確
保
や
、小
規
模
市
町

に
お
け
る
事
務
処
理
へ
の
対
応
が
課
題
と

な
る
。こ
の
た
め
、市
町
職
員
の
研
修
受
入

や
、県
職
員
の
派
遣
に
よ
り
専
門
職
員
の

確
保
と
資
質
の
向
上
を
支
援
し
て
い
く
。

ま
た
、小
規
模
市
町
に
お
い
て
は
、既
存
事

務
と
の一
体
処
理
や
共
同
処
理
な
ど
、効
率

的
な
事
務
処
理
を
検
討
し
た
い
。 

問
市
町
へ
の
事
務
権
限
移
譲

昨
年
八
月
の
県
営
送
水
ト
ン
ネ
ル

の
事
故
を
教
訓
と
し
て
、市
町
水
道

を
含
む
県
内
全
て
の
水
道
事
業
に
関
し
て
、

県
民
が
安
心
で
き
る
「
災
害
時
等
に
お
け
る

水
道
の
あ
り
方
」
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
来
年
度
の
取
り
組
み
の
具
体
的

内
容
と
検
討
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答
県
内
市
町
の
水
道
施
設
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
と
危
機
管
理
体
制
の
強
化
を
図

り
、非
常
時
の「
水
」の
確
保
に
努
め
る
。市
町

や
企
業
等
と
十
分
に
連
携
し
、非
常
時
を
想

定
し
た
影
響
度
の
分
析
、複
線
化
・ル
ー
プ
化

が
必
要
な
箇
所
の
選
定
、市
町
等
と
の
役
割

分
担
・
費
用
分
担
な
ど
に
つ
い
て
調
整
を
図
り
、

平
成
二
十
年
度
を
目
途
に
、整
備
時
期
な
ど

を
含
む
全
体
の
基
本
計
画
を
策
定
す
る
。 

問
水
道
事
業
の
危
機
管
理
強
化

答
虐
待
増
加
は
、家
庭
の
孤
立
化
、家
庭

や
地
域
の
子
育
て
機
能
の
低
下
な
ど

が
原
因
と
認
識
し
て
い
る
。発
生
予
防
、早
期

発
見
・
対
応
、再
発
防
止
ま
で
の
切
れ
目
な
い

総
合
的
な
支
援
の
た
め
、福
祉
、医
療
、学
校

な
ど
の
関
係
者
や
地
域
住
民
の
幅
広
い
協
力

体
制
を
構
築
し
、児
童
虐
待
に
よ
り
子
ど
も

が
命
を
失
う
こ
と
が
な
い
社
会
を
目
指
す
。 

障
害
者
の
法
定
雇
用
率
を
達
成
し
て

い
る
県
内
企
業
は
、依
然
と
し
て
五
割

に
満
た
な
い
。
障
害
者
の
一
般
就
労
を
着
実
に
進

め
る
た
め
に
は
、基
盤
整
備
や
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
整
備
な
ど
、ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
の
対
策
が

必
要
と
考
え
る
が
、ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答 問
障
害
者
の
就
業
支
援

障
害
者
の
職
場
定
着
が
大
き
な
課
題
で

あ
り
、個
々
の
事
情
に
応
じ
た
き
め
細
か

な
支
援
が
必
要
と
考
え
る
。平
成
十
九
年
度
、職

場
定
着
支
援
を
行
う「
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」

を
新
設
し
、支
援
人
材
を
養
成
・
派
遣
す
る
。ま

た
、施
設
利
用
者
向
け
の
生
活
訓
練
や
実
習
受

入
企
業
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
を
行
う
。 

効
率
性
を
一
層
重
視
し
た
資
産

の
活
用
を
総
合
的
に
行
う
た
め
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
、財
政
健

全
化
を
進
め
る
た
め
に
は
、県
有

資
産
を
い
か
に
有
効
活
用
す
る
か
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。そ
の
た

め
、平
成
十
九
年
度
、専
任
の
組
織
を
設

置
し
て
県
有
地
や
県
有
施
設
の
利
用
実

績
を
調
査
し
、資
産
の
売
却
の
加
速
化
、

省
エ
ネ
を
図
る
エ
ス
コ
事
業
の
導
入
な
ど

に
よ
る
施
設
の
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
縮
減
、

行
政
財
産
の
貸
付
な
ど
、既
存
施
設
を
利

用
し
た
歳
入
の
確
保
な
ど
の
資
産
活
用
策

に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。 

問
効
率
的
な
資
産
活
用
の
徹
底

答
今
後
、自
然
災
害
の
一
層
の
増
加

が
懸
念
さ
れ
る
が
、本
県
は
全
国

一
土
砂
災
害
危
険
区
域
が
多
い
な
ど
、災

害
が
発
生
し
や
す
い
特
性
を
有
し
て
お

り
、防
災
対
策
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

気
象
変
化
の
継
続
的
把
握
、計
画
的
な

防
災
施
設
の
整
備
、防
災
情
報
の
提
供

な
ど
、総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

問
災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り

医
療
費
の
自
己
負
担
の
引
き
上

げ
は
、高
齢
者
に
と
っ
て
は
影
響

が
大
き
く
、病
院
に
行
く
こ
と
を
た
め
ら

う
状
況
に
あ
る
。
必
要
な
医
療
が
受
け

ら
れ
な
い
状
況
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、

医
療
保
険
制
度
の
現
状
認
識
と
高
齢
者

に
対
す
る
県
の
支
援
を
伺
う
。

答
今
回
の
制
度
改
革
は
、制
度
を

堅
持
し
、持
続
可
能
で
安
定
的

な
も
の
と
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。県

で
は
、新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
に
お

い
て
、低
所
得
高
齢
者
に
対
す
る
保
険

料
軽
減
分
の
負
担
を
行
う
な
ど
支
援

に
努
め
る
。ま
た
、低
所
得
者
等
に
配
慮

し
た
制
度
と
な
る
よ
う
国
に
提
案
し
て

い
き
た
い
。 

問
高
齢
者
の
医
療
費
自
己
負
担

新
球
場
の
建
設
に
対
す
る
県
民

の
期
待
は
大
き
く
、
平
成
二
十
一

年
春
の
完
成
に
向
け
て
、
現
在
既
に
実

施
段
階
に
入
っ
て
お
り
、待
っ
た
な
し
の

段
階
ま
で
き
て
い
る
。
県
と
し
て
も
積

極
的
に
関
与
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
、県
の
負
担
額
、今
後
の
事
業
推
進
に

対
す
る
関
わ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答
新
球
場
建
設
促
進
会
議
で
の「
事

業
主
体
で
あ
る
広
島
市
が
中
心

的
役
割
を
果
た
し
、県
、経
済
界
等
が

積
極
的
に
こ
れ
に
協
力
す
る
」と
し
た

考
え
方
を
基
本
に
対
応
す
る
。
今
後
、

広
島
市
で
、資
金
計
画
を
含
む
事
業
計

画
を
ま
と
め
、財
政
支
援
の
要
請
が
あ

れ
ば
、そ
の
内
容
を
検
討
し
、支
援
内

容
を
整
理
す
る
。 

問
新
球
場
の
建
設

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
が
低
下
す

る
と
し
て
も
、実
施
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
務
事
業
の
見
直
し
が
あ
り
、

住
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

あ
り
方
を
見
直
し
、ス
リ
ム
な
行
政
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

知
事
部
局
等
の
職
員
数
の
見
直
し
の
基

本
的
な
考
え
方
を
伺
う
。

答
多
様
化
す
る
県
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、県
の
全
て
の

業
務
を
対
象
に
、「
必
要
性
」「
有
効
性
」

「
効
率
性
」の
視
点
で
検
証
を
進
め
、見

直
し
を
行
っ
た
。今
後
、県
民
へ
の
説
明

に
努
め
な
が
ら
、簡
素
で
効
率
的
な
行
財

政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
む
。 

問 答
公
共
土
木
施
設
の
更
新
に
必
要

な
費
用
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。そ
の
た
め
重
要
な
施
設
を
対
象
に
、

適
切
な
補
修
時
期
や
経
済
的
な
補
修

工
法
の
採
用
に
よ
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
の
低
減
な
ど
に
努
め
る
。
今
後
と

も
効
果
的
・
効
率
的
な
維
持
管
理
の
実

施
な
ど
に
よ
り
必
要
な
経
費
の
確
保
に

努
め
る
。 

利
用
客
数
が
少
な
い
コ
ミ
ュ
ー

タ
ー
航
空
の
状
況
を
考
え
れ
ば
、

今
後
広
島
西
飛
行
場
を
ど
う
し
た
い
の

か
、
県
は
県
と
し
て
の
判
断
を
下
し
、

広
島
市
に
き
ち
ん
と
話
を
す
べ
き
時
期

に
き
て
い
る
。
広
島
西
飛
行
場
の
今
後

に
対
す
る
、県
と
し
て
の
所
見
を
伺
う
。

答
今
後
、コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
飛
行
場
と
し

て
の
運
営
は
厳
し
く
な
る
と
予
想

さ
れ
、広
島
市
が
独
自
に
東
京
便
就
航

の
可
能
性
を
探
る
中
で
、広
島
南
道
路
の

整
備
に
伴
い
滑
走
路
が
短
縮
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、平
成
十
九
年
度
に
は「
西
飛
行

場
再
編
基
本
計
画
」を
策
定
す
る
こ
と

と
し
、策
定
に
合
わ
せ
、広
島
西
飛
行
場

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。 

問
広
島
西
飛
行
場
の
今
後
の
あ
り
方

新
教
育
基
本
法
に
子
の
教
育
に
対

す
る
親
の
責
任
が
明
記
さ
れ
た
。

家
庭
教
育
を
体
験
し
て
い
な
い
親
が
子
を

育
て
る
時
代
に
あ
っ
て
、全
国
で
「
親
学
」

の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。
本
県
も
若
い

世
代
に
対
し
親
と
し
て
の
資
質
を
養
う
教

育
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
子
育
て
に
自
信
が
な
い
親
が
増
加
す

る
な
ど
、親
の
教
育
力
を
高
め
る
支

援
が
求
め
ら
れ
、子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ

と
の
意
義
を
理
解
す
る
学
習
や
子
育
て
講

座
、子
育
て
情
報
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い

る
。さ
ら
に
、よ
り
実
践
に
つ
な
が
る
学
び
を

実
現
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
。今
後
は
、地
域
と
家
庭
が
一
体

と
な
っ
た
親
の
教
育
力
の
向
上
に
取
り
組
む
。 

問
親
の
教
育
力
の
充
実

問
題
行
動
を
起
こ
し
た
生
徒
に
、

段
階
を
踏
み
具
体
的
に
対
処
し
、

学
校
や
責
任
者
が
変
わ
っ
て
も
同
じ
指
導

を
行
う
た
め
に
は
、規
律
規
定
・
懲
戒
規
定

が
必
要
で
あ
る
。
新
教
育
基
本
法
の
施
行

を
踏
ま
え
、規
律
指
導
の
充
実
と
具
体
的

規
律
基
準
の
検
討
に
つ
い
て
問
う
。

答
問
題
行
動
の
低
年
齢
化
が
見
ら
れ
、

組
織
的
な
生
徒
指
導
を
進
め
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。生
徒
指
導
方
針
等

は
、ほ
と
ん
ど
の
公
立
中
学
校
・
高
等
学

校
が
定
め
て
お
り
、県
教
育
委
員
会
は
、

問
題
行
動
に
対
す
る
指
導
の
あ
り
方
や

学
校
反
省
等
の
特
別
な
指
導
を
示
し
、毅

然
と
し
た
生
徒
指
導
の
徹
底
に
努
め
る
。 

問
児
童
生
徒
の
規
律
指
導
の
充
実

問

答
地
元
市
と
連
携
し
、産
業
団
地
の
あ

り
方
も
含
め
、総
合
的
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。「
備
後
都
市
圏
拠

点
機
能
強
化
検
討
協
議
会
」の
議
論
を
踏
ま

え
な
が
ら
、広
域
的
な
経
済
振
興
と
い
う
観

点
か
ら
、備
後
都
市
圏
の
機
能
強
化
に
つ
な
が

る
産
業
集
積
に
向
け
、全
力
で
取
り
組
む
。 

子
ど
も
が
放
課
後
を
健
全
で
安
全

に
過
ご
し
、共
同
生
活
の
ル
ー
ル
を

身
に
付
け
る
取
り
組
み
は
重
要
だ
。
平
成

十
九
年
度
か
ら
放
課
後
子
ど
も
教
室
が
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
実
施
さ
れ
る
。

両
事
業
と
も
将
来
は
全
小
学
校
区
で
実
施

予
定
だ
が
、役
割
分
担
と
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
お
お
む
ね
十
歳
未
満
の
留
守
家
庭

の
児
童
を
対
象
と
し
た「
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
」に
加
え
、全
て
の
児
童
を
対
象

と
す
る「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」を
実
施
し
、

相
互
が
連
携
し
た
総
合
的
な
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
を
推
進
す
る
。全
県
展
開
を

図
る
た
め
、関
係
部
局
が
連
携
し
、各
市
町

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。 

問
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
取
り
組
み

「
景
観
法
」
や
「
観
光
立
国
推
進

基
本
法
」
の
制
定
な
ど
、最
近
の

情
勢
を
踏
ま
え
、今
後
の
景
観
行
政
を
ど

の
よ
う
に
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答
良
好
な
景
観
は
、観
光
な
ど
の
交
流

促
進
に
大
き
な
役
割
を
担
う
も
の
で

あ
り
、地
域
が
主
体
と
な
っ
て
守
り
、形
成
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。県
は
、景
観
法
や
屋

外
広
告
物
法
な
ど
に
基
づ
き
、景
観
の
形
成

や
保
全
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、独
自
の
景

観
施
策
を
進
め
る
市
町
に
対
し
、様
々
な
機

会
を
通
じ
支
援
を
し
て
い
く
。 

問
景
観
形
成
施
策
の
推
進

高
齢
化
社
会
が
進
展
す
る
中
で
、

本
県
の
活
力
を
今
後
と
も
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
、高
齢
者
の
方
の
活

躍
が
不
可
欠
で
あ
る
。
健
康
で
明
る
い
高

齢
化
社
会
を
実
現
し
、交
通
安
全
対
策
に

一
層
重
点
的
に
取
り
組
む
た
め
の
具
体
的

な
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
第
八
次
広
島
県
交
通
安
全
計
画
は
、

平
成
二
十
二
年
度
ま
で
に
高
齢
者

の
交
通
事
故
死
者
数
を
五
十
五
人
以
下

と
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
、「
高
齢

運
転
者
に
よ
る
事
故
防
止
」な
ど
を
重
点

対
策
に
掲
げ
、鋭
意
努
力
し
て
い
る
。ま
た
、

自
治
体
、関
係
機
関
、地
域
住
民
等
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、高
齢
者
に
と
っ
て
安
全
・

安
心
な
交
通
社
会
の
実
現
に
取
り
組
む
。 

問
高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策

い
じ
め
て
い
る
子
ど
も
へ
の
対
応
と
し

て
出
席
停
止
を
活
用
す
る
こ
と
は
、教

育
放
棄
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。い
じ
め
た

側
に
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、

い
じ
め
た
側
の
子
ど
も
へ
の
指
導
を
充
実
す
る

等
の
対
策
を
講
じ
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

問
い
じ
め
た
子
ど
も
へ
の
対
応

い
じ
め
の
加
害
者
に
、被
害
者
の
苦

し
み
な
ど
を
実
感
さ
せ
、謝
罪
さ
せ

る
と
と
も
に
、い
じ
め
に
至
っ
た
原
因
な
ど

を
考
え
さ
せ
る
た
め
の
特
別
な
指
導
を
行

う
。出
席
停
止
を
行
う
際
に
は
、保
護
者

等
と
の
連
携
・
協
力
の
も
と
、反
省
や
課
題

学
習
を
促
す
よ
う
学
校
等
を
指
導
す
る
。 

答

福
山
市
内
の
企
業
か
ら
は
、産
業
団

地
の
整
備
に
関
す
る
要
望
が
多
い
。

ま
た
、中
四
国
地
域
の
陸
の
十
字
路
を
形
成
す

る
備
後
地
域
に
お
い
て
は
、県
境
に
と
ら
わ
れ

ず
、福
山
港
な
ど
整
備
が
進
ん
で
い
る
イ
ン
フ

ラ
を
最
大
限
活
か
せ
る
よ
う
な
施
策
が
必
要

と
考
え
る
が
、ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

「
元
気
な
広
島
県
」
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
は
、
人
材
の
育
成
・

確
保
が
重
要
で
あ
り
、高
い
識
見
、豊
か

な
教
養
、武
士
道
精
神
に
裏
づ
け
ら
れ
た

規
範
意
識
を
持
っ
た
日
本
人
を
育
て
る
必

要
が
あ
る
。
本
県
に
お
い
て
、ど
の
よ
う

な
人
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え

て
い
る
の
か
見
解
を
伺
う
。

答
活
力
あ
る
人
づ
く
り
に
は
、命
を

大
切
に
す
る
豊
か
な
感
性
を
持

ち
、目
標
に
向
か
っ
て
行
動
す
る
自
立
し

た
個
人
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

人
づ
く
り
の
基
本
的
な
理
念
を
明
確
に

し
た
上
で
、生
涯
を
通
じ
て
人
を
育
て
、

活
か
す
た
め
の
総
合
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
す
る
。 

問
本
県
の
人
づ
く
り
に
つ
い
て

診
療
報
酬
改
定
に
伴
う
看
護
職
員

不
足
の
実
態
を
ど
う
認
識
し
、准
看

護
師
の
養
成
な
ど
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答
病
院
を
対
象
と
し
た「
採
用
予
定

調
査
」を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、内
定

が
採
用
予
定
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、看

護
職
員
の
確
保
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。こ

の
た
め
、「
離
職
防
止
の
た
め
の
職
場
環
境

の
整
備
」、「
新
卒
者
の
県
内
就
業
率
の
向

上
」、「
有
資
格
者
の
再
就
業
促
進
」な
ど
の

取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
た
い
。准

看
護
師
に
つ
い
て
も
、引
き
続
き
、養
成
施

設
へ
の
助
成
を
通
じ
育
成
に
努
め
る
。な
お
、

実
態
調
査
に
つ
い
て
は
、療
養
病
床
の
再
編

な
ど
の
経
過
を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。 

問
看
護
職
員
不
足
へ
の
対
応

答
で
き
る
だ
け
早
く
、元
事
務
局
長
、

元
秘
書
の
調
査
会
出
席
が
実
現

で
き
る
よ
う
、引
き
続
き
努
力
す
る
。可

能
な
限
り
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
、ま

た
二
人
か
ら
の
証
言
に
よ
り
事
実
関
係

を
公
に
す
る
こ
と
は
、説
明
責
任
を
果

た
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。 

相
次
ぐ
台
風
や
記
録
的
な
集
中

豪
雨
、恒
常
化
し
た
高
潮
被
害
な

ど
、昨
今
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
異
常
気
象
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

も
は
や
「
異
常
」
で
は
な
い
。
災
害
が
起

こ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
抜
本
的
対
策

を
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
に
来
て
い
る
が
、度
重
な
る
自
然
災
害

に
対
す
る
認
識
と
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

問
権
限
移
譲
に
あ
た
っ
て
は
、市
町

の
総
合
的
な
事
務
能
力
が
向
上
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、県
の
適
切
な
支
援
が
欠

か
せ
な
い
と
考
え
る
。
移
譲
に
関
す
る
現

状
と
課
題
、今
後
の
進
め
方
を
伺
う
。

答
説
得
の
結
果
、元
事
務
局
長
の
調
査

会
へ
の
出
席
に
つ
い
て
内
諾
を
得
る

に
至
り
、元
秘
書
も
、調
査
会
に
出
席
す
る

場
合
に
備
え
準
備
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。今
後
、二
人
か
ら
で
き
る
だ
け
早
い

機
会
に
意
思
表
示
が
行
わ
れ
る
よ
う
、引

き
続
き
努
力
す
る
。 

問
知
事
の
政
治
姿
勢

知
事
が
今
、県
政
の
最
高
責
任
者
と

し
て
な
す
べ
き
は
、後
援
会
問
題
に
関

し
元
事
務
局
長
、元
秘
書
を
調
査
会
等
に
呼
ぶ

こ
と
だ
。
県
民
全
体
に
与
え
た
県
政
へ
の
信
頼

失
墜
と
い
う
道
義
的
・
政
治
的
責
任
に
対
し
、

何
を
な
す
こ
と
を
も
っ
て
応
え
ら
れ
る
の
か
。

 

宮本新　議員 
自民〈山県郡〉 

みやもとしん ぱち 

代
表
質
問
（
要
旨
）

●
2
月
１６
日

一
般
質
問
（
要
旨
）

●
2
月
２１
日

県
政
に
関
す
る
質
問
か
ら

紙
面
の
都
合
上
、1
人
2
問
以
内
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
 

中津信義議員 
自民刷新会〈福山市・沼隈郡〉 

なか つ のぶよし 

蒲原敏博議員 
民主県政会〈広島市東区〉 

かん ばらとし ひろ 

田辺直史議員 
公明党〈福山市・沼隈郡〉 

た なべただ し 

たかはし まさひろ 

安木和男議員 
公明党〈呉市〉 

やす ぎ かず お 

河原実俊議員 
県政会〈安芸郡〉 

かわ はら み とし 

藤井正已議員 
自民〈神石郡・甲奴郡〉 

ふじ い まさとみ 

神川正紀議員 
自民党良政会〈広島市西区〉 

かみかわまさのり 

石橋良三議員 
自民〈広島市安佐南区〉 

いし ばしりょうぞう 

平 浩介 議員 
自民刷新会〈芦品郡〉 

たいら こうすけ 

木曽真理行議員 
民主県政会〈尾道市〉 

き そ ま り ゆき 

中本隆志議員 
自民刷新会〈広島市南区〉 

なかもとたか し 

吉井清介議員 
自民刷新会〈尾道市〉 

よし い きよ すけ 

門田峻徳議員 
自民党広政会〈福山市・沼隈郡〉 

もんでんたかのり 

代
表
質
問
（
要
旨
）

●
2
月
１５
日

一
般
質
問
（
要
旨
）

●
2
月
２０
日

一
般
質
問
（
要
旨
）

●
2
月
２２
日

今
に
至
る
ま
で
優
に
一
年
以
上
も

の
長
い
間
、
県
政
の
混
乱
、
県
民

の
政
治
不
信
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
事
件

の
本
質
は
、平
成
十
五
年
の
政
治
資
金
パ

ー
テ
ィ
ー
、そ
の
後
の
知
事
選
に
関
し
て

疑
わ
れ
る
裏
金
の
問
題
で
あ
り
、こ
れ
が

解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
知
事
に

よ
る
真
相
解
明
は
い
つ
が
目
標
か
。
ま
た
、

今
後
の
進
退
の
考
え
を
問
う
。

答
元
事
務
局
長
な
ど
か
ら
事
実
関

係
を
聞
き
出
す
努
力
を
し
て
お

り
、い
つ
ま
で
と
い
う
目
標
は
示
せ
な
い
が
、

一
刻
も
早
く
真
相
解
明
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。こ
う
し
た
努
力
を
行
い
、

早
期
に
説
明
責
任
を
果
た
し
、県
政
の

推
進
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
が
、課
せ

ら
れ
た
責
務
と
考
え
て
い
る
。 

問
知
事
の
真
相
解
明
と

今
後
の
進
退

中
山
間
地
域
は
小
規
模
農
家
が

多
く
、集
落
崩
壊
の
危
機
に
ひ
ん

し
て
い
る
。
小
規
模
農
家
が
地
域
に
住
み
、

土
地
を
守
る
た
め
に
農
業
を
営
む
こ
と
も
、

農
業
施
策
の
目
標
の
一
つ
と
し
て
明
確
に

位
置
付
け
る
必
要
が
あ
る
。
中
山
間
地
域

の
農
業
施
策
の
あ
り
方
を
問
う
。

答
集
落
法
人
に
よ
る
集
落
ぐ
る
み

の
活
動
が
、農
業
・
農
村
の
活
性

化
に
と
っ
て
、有
効
な
方
策
の一つ
で
あ
る
。

中
心
と
な
る
担
い
手
が
い
な
い
集
落
な

ど
に
お
い
て
も
、近
隣
の
集
落
と
の
連
携

に
よ
る
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
を
進

め
、中
山
間
地
域
の
営
農
が
永
続
的
に

展
開
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。 

問
中
山
間
地
域
の
農
業
振
興

障
害
者
自
立
支
援
法
の
最
大
の
問
題

は
、障
害
者
に
応
益
負
担
を
押
し
付
け

た
こ
と
に
あ
る
。
国
に
お
い
て
、激
変
緩
和
の

た
め
の
特
別
対
策
が
三
年
間
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、県
の
独
自
措
置
も
期
待
さ
れ
て
い

る
。
障
害
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ

く
り
の
た
め
の
県
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
障
害
者
や
事
業
者
の
意
見
が
反
映
さ

れ
た
特
別
対
策
を
着
実
に
実
施
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、施
行
後
三
年

を
目
途
に
法
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
た
め
、問
題
点
を
把
握
し
、障
害
者
の
実
態

に
即
し
た
改
善
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
国
に

提
案
を
行
う
と
と
も
に
、県
障
害
福
祉
計
画

に
基
づ
き
、計
画
的
に
施
策
を
推
進
す
る
。 

問
障
害
者
自
立
支
援
法
へ
の
対
応

談
合
を
な
く
す
た
め
に
は
、指
名
競
争

入
札
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
が
最
も

効
果
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
、自
治
体
幹
部
の
関

係
業
界
へ
の
天
下
り
再
就
職
を
厳
し
く
制
限
す

る
こ
と
が
な
に
よ
り
も
必
要
で
あ
る
。
談
合
防

止
対
策
に
向
け
た
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
県
と
業
者
と
の
関
係
の
透
明
性
の
確

保
や
入
札
制
度
の
見
直
し
が
重
要
で

あ
り
、公
共
工
事
に
お
け
る
一
般
競
争
入
札
の

対
象
を
、現
在
の
十
億
円
以
上
か
ら
一
千
万

円
以
上
に
拡
大
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、

違
法
・
不
正
行
為
に
対
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を

強
化
し
、競
争
性
・
公
正
性
の
確
保
に
努
め
る
。 

問

　橋雅洋議員 
民主県政会〈安芸郡〉 

地
方
分
権
の
理
念
を
さ
ら
に
実

現
す
る
た
め
、新
合
併
特
例
法
を

活
用
し
た
合
併
の
推
進
に
、再
び
知
事
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
、道
州
制
に
お
い
て
望
ま
し
い
市

町
の
規
模
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、

合
併
が
実
現
し
て
い
な
い
市
町
に
、今
後
、

ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
る
の
か
。

答
道
州
制
へ
の
取
り
組
み
に
当
た
っ

て
は
、国
と
地
方
、道
州
と
基
礎

自
治
体
と
の
役
割
分
担
や
、行
政
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
適
正
規
模
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
な
が
ら
、合
併
し
な
か
っ
た
地
域
も
含

め
、今
後
の
基
礎
自
治
体
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、市
町
と
も
十
分
協
議
し
、研
究
し

て
い
く
。 

問
道
州
制
導
入
を
に
ら
ん
だ

市
町
の
合
併

賃
金
低
迷
や
格
差
拡
大
に
よ
る
ス
ト

レ
ス
、核
家
族
化
や
不
十
分
な
子
育
て

支
援
が
児
童
虐
待
を
増
加
さ
せ
た
の
で
は
な
い

か
。マ
ザ
ー
テ
レ
サ
も
「
愛
の
反
対
は
憎
し
み
で

は
な
く
、無
関
心
だ
」
と
言
っ
て
お
り
、社
会
の

関
心
を
喚
起
す
る
必
要
が
あ
る
。
児
童
虐
待
増

加
の
原
因
と
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

問
児
童
虐
待
の
原
因
と
取
り
組
み 緒方直之議員 

自民〈広島市東区〉 

お がたなおゆき 

一
般
質
問
（
要
旨
）

●
2
月
１９
日

県議会 平成19（2007）年4月15日

これまでの教育基本法の普遍的な理念は大切にしながら、今日求められる教育の目的や理念、教育の実施に関する基本を定めるとともに、国及び地方公共団体の責務
を明らかにし、教育
振興基本計画を定め
ることなどについ
て規定されている。

新教育基本法

用語
解説

平成17年には、県
民の100人

に1人が交通事故
により死傷し

ていることから、
交通事故死者

数を145人以下と
するなど、全

県が一丸となっ

て交通安全対

策に取り組む。

第8次広島県
交通安全計画
（期間：平成18年度

～22年度）

用語
解説

平成17年度から21年度までの5年間で、市や町の規模による差を設けることなく県の事務・権限の移譲を行うため、それぞれの市や町ごとに事務移譲具体化協議会を個別に設け、市や町の
実情に応じて
作成する。

事務移譲具体化
プログラム

用語
解説



可決された
意見書
可決された
意見書

●
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
層
の
推
進
を

求
め
る
意
見
書

●
真
の
地
方
分
権
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
道
州
制
に
関
す
る
意
見
書

●
「
障
害
者
虐
待
防
止
法
（
仮
称
）
」
の

早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
書

3月9日議決

県民福祉の向上の
ため、国会や関係省
庁等に提出し、その
実現を図るよう要望
しました。

補
正
予
算
　
四
件
 

条
例
案
　
十
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
　
二
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

継
続
審
査
中
の
請
願
一
件

継
続
審
査
 

新
規
付
託
の
請
願
一
件
　

不
採
択
 

付
託
議
案
及
び
請
願
の
審
査
結
果

●
市
町
に
対
す
る
事
務
権
限
の
移
譲

に
つ
い
て
 

●
広
島
市
に
対
す
る
福
祉
医
療
費
公

費
負
担
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
 

●
県
の
情
報
シ
ス
テ
ム
最
適
化
へ
の

積
極
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項

補
正
予
算
　
七
件
 

条
例
案
　
二
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
　
六
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

付
託
議
案
の
審
査
結
果

●
工
事
請
負
契
約
に
お
け
る
適
正
な

入
札
と
安
全
性
等
の
確
保
に
つ
い

て
 

●
将
来
的
発
展
に
関
わ
る
重
要
路
線

に
係
る
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
 

●
災
害
復
旧
に
当
た
っ
て
の
改
良
復

旧
の
採
用
に
つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項

補
正
予
算
　
二
件
 

条
例
案
　
十
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
　
六
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

継
続
審
査
中
の
請
願
一
件

継
続
審
査
 

新
規
付
託
の
請
願
一
件
　

不
採
択
 

付
託
議
案
及
び
請
願
の
審
査
結
果

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
事

務
手
数
料
等
の
周
知
に
つ
い
て
 

●
県
立
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
へ
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
に
つ
い
て
 

●
妊
婦
健
診
の
公
費
負
担
の
拡
充
に

つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項

補
正
予
算
　
二
件
 

条
例
案
　
九
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
　
一
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

付
託
議
案
の
審
査
結
果

補
正
予
算
　
二
件
 

条
例
案
　
一
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

付
託
議
案
の
審
査
結
果

●
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

広
島
か
き
の
風
評
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
早
期
の
対
応
に
つ
い
て
 

●
農
業
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
の
農

業
外
企
業
の
参
入
支
援
に
つ
い
て
 

●
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
入
札
・

契
約
制
度
の
改
正
に
つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項

補
正
予
算
　
二
件
 

条
例
案
　
五
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

新
規
付
託
の
請
願
一
件
　
不
採
択
 

付
託
議
案
及
び
請
願
の
審
査
結
果

主
な
質
疑
事
項

2
月
26
日
〜
27
日
開
催

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

生
活
福
祉
保
健
委
員
会

生
活
福
祉
保
健
委
員
会

農
林
委
員
会

農
林
委
員
会

建
設
委
員
会

建
設
委
員
会

文
教
委
員
会

文
教
委
員
会

警
察
商
工
労
働
委
員
会

警
察
商
工
労
働
委
員
会

常
任
委
員
会
の
動
き

常
任
委
員
会
の
動
き

●
犯
罪
の
抑
止
と
検
挙
率
向
上
の
た

め
の
警
察
官
の
有
効
配
置
に
つ
い

て
 

●
留
置
さ
れ
る
人
の
人
権
と
事
件
の

真
相
究
明
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

た
留
置
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
 

●
企
業
誘
致
の
積
極
的
な
展
開
に
つ

い
て
 

●
栄
養
教
諭
の
計
画
的
な
配
置
に
つ

い
て
 

●
指
導
力
不
足
等
教
員
に
対
す
る
給

与
処
遇
の
あ
り
方
に
つ
い
て
 

●
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
に
対
す
る

学
校
全
体
で
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
 主

な
質
疑
事
項

  ●
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
は
有
意
義
で
あ

る
が
、使
途
の
透
明
性
の
確
保
や

効
果
の
検
証
等
が
必
要
で
あ
る

こ
と
 

●
こ
れ
ま
で
の
公
共
土
木
施
設
の

整
備
水
準
で
は
、災
害
に
よ
る
被

害
の
未
然
防
止
が
困
難
と
な
っ

て
い
る
た
め
、災
害
復
旧
工
事
に

お
い
て
も
、改
良
復
旧
等
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
 

●
水
道
送
水
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故

は
住
民
生
活
等
に
多
大
な
影

響
を
与
え
た
た
め
、
危
機
管
理

の
観
点
か
ら
、
緊
急
時
の
送
水

確
保
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
 

   ●
航
空
機
関
連
産
業
は
、
今
後
も

成
長
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

大
手
航
空
機
関
連
メ
ー
カ
ー
と

県
内
中
小
企
業
が
結
び
つ
く
機

会
を
設
け
、す
そ
野
の
広
い
次
世

代
産
業
と
し
て
支
援
す
る
こ
と
 

●
大
学
等
の
教
育
機
関
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、本
県
に
優

秀
な
理
工
系
の
人
材
が
集
ま
る

人
材
戦
略
を
構
築
す
る
こ
と
 

●
新
た
な
総
合
技
術
研
究
所
で
は
、

研
究
現
場
と
産
業
界
と
の
緊
密

な
連
携
を
図
り
、
県
内
産
業
の

振
興
に
貢
献
で
き
る
研
究
成
果

を
数
多
く
生
み
出
す
よ
う
努
め

る
こ
と
 

   ●
カ
ン
ボ
ジ
ア
復
興
支
援
・
交
流
の

拠
点
施
設
で
あ
る
「
カ
ン
ボ
ジ
ア

ひ
ろ
し
ま
ハ
ウ
ス
」
の
運
営
に
当

た
っ
て
は
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
主
体

的
な
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、適

切
な
助
言
・
指
導
を
行
う
必
要

が
あ
る
こ
と
 

●
広
島
厚
生
年
金
会
館
ホ
ー
ル
の

機
能
存
続
に
つ
い
て
、今
後
と
も

広
島
市
の
積
極
的
な
対
応
を
求

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
 

●
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

が
早
期
に
各
地
域
に
設
立
さ
れ

る
よ
う
、
市
町
を
積
極
的
に
支

援
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
 

  ●
市
町
へ
の
事
務
権
限
移
譲
は
、拙

速
と
な
ら
な
い
よ
う
、き
め
細
か

い
配
慮
を
も
っ
て
行
う
と
と
も
に
、

移
譲
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
県

の
ス
リ
ム
化
に
努
め
る
こ
と
 

●
合
併
建
設
計
画
の
進
捗
状
況
の

把
握
に
努
め
、
市
町
と
十
分
な

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
合
併
を

推
進
し
た
県
の
責
任
と
し
て
、計

画
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
 

●
団
塊
世
代
等
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
た
交
流
･
定
住
の
促
進
に
つ

い
て
、地
域
と
連
携
し
た
積
極
的
･

効
果
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、成

果
を
上
げ
て
い
く
こ
と
 

   ●
本
県
が
将
来
の
州
都
を
目
指
す

た
め
の
中
枢
拠
点
性
を
確
保
す

る
た
め
、
広
域
交
流
交
通
網
や

都
市
圏
交
通
網
の
早
期
整
備
に

努
め
る
こ
と
 

●
本
県
の
中
枢
拠
点
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、広
島
都
市
圏
、

備
後
都
市
圏
に
お
け
る
関
係

自
治
体
等
と
の
連
携
を
強
化

す
る
こ
と
 

●
広
島
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い

て
、
山
陽
自
動
車
道
を
中
心
と

し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
を
図
る
た
め
に
必
要
な
整
備

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、緊
急
時

に
お
け
る
代
替
ア
ク
セ
ス
の
確

保
に
努
め
る
こ
と
 

   ●
企
業
に
お
け
る
仕
事
と
子
育
て

を
両
立
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
、

企
業
に
よ
る
次
世
代
育
成
の
支

援
に
関
す
る
地
域
貢
献
の
取
り

組
み
の
促
進
に
努
め
る
こ
と
 

●
産
科
の
医
療
体
制
の
確
保
に
つ

い
て
、国
・
中
国
地
方
各
県
・
市
町
・

広
島
大
学
と
も
十
分
連
携
を
図

り
、積
極
的
な
取
り
組
み
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
 

●
家
庭
･
地
域
に
お
け
る
教
育
を

支
援
す
る
取
り
組
み
の
充
実
や

学
校
に
お
け
る
道
徳
教
育
の
充

実
な
ど
を
通
し
て
、子
ど
も
の
規

範
意
識
を
醸
成
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
 

●安心づくり新展開施策

●人づくり新展開施策

■17人

委員長 

副委員長 

副委員長 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

予算特別
委 員 会
名　　簿

予算特別委員会における審議の状況予算特別委員会における審議の状況
可決付託議案の審査結果　平成19年度一般会計、特別会計、企業会計 （賛成多数） 

■平成19年度新展開施策
（単位：百万円） 

 

○学力の定着・向上 
○豊かな心と健やかな体の育成 

7,000次世代人材育成

○新規成長産業の集積と 
　ベンチャー企業の創出 
○企業立地の促進 

6,356
●活力づくり新展開施策
新産業創造

○自己決定の枠組みづくり 
○新たな広域自治体への転換 

930広島型分権改革

○観光産業の振興 
○新たな交流・定住の促進 

1,136交流と定住･中山間地域振興

○中枢・中核都市圏の高次都市機能の強化 
○広島県の新たな魅力の創出と発信 

7,028中枢拠点性強化

○子育て支援体制の充実 
○小児・母子医療体制の確保 

10,209子育て・高度医療

○地球温暖化の防止 
○廃棄物の減量化・資源化 

964環境創造・健康危機管理

○防災・危機管理体制の確保 
○安全･安心なまちづくり 

 
など 

 
 

など 

 
など 

 

など 

 
など 

 
など 

 
など 

 
など 

2,815防災・防犯

●自治づくり新展開施策

 

大曽根哲夫 

山崎正博  

児玉　浩  

沖井　純  

東　保幸  

大井哲郎  

武田正晴  

宮　政利  

下原康充  

浅野洋二  

門田峻徳  

辻　恒雄  

冨野井利明 

松浦幸男 

多賀五朗  

林　正夫  

窪田泰三  

【
知
事
後
援
会
の
政
治
資
金
規
正
法
違
反
事
件

に
つ
い
て
】

●
事
件
の
発
覚
以
来
、県
民
の
政
治
不
信
や
、

県
政
の
混
迷
が
続
い
て
お
り
、一
刻
も
早
い

真
相
解
明
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

さ
ら
に
、元
事
務
局
長
等
へ
の
出
席
要
請

を
含
め
た
知
事
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が

引
き
続
き
必
要
で
あ
る
こ
と
 

（
東
委
員
、宮
委
員
、下
原
委
員
、浅
野
委
員
、

門
田
委
員
、辻
委
員
、松
浦
委
員
、多
賀
委
員
、

林
委
員
、
窪
田
委
員
、
児
玉
副
委
員
長
） 

【
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
】 

●
財
政
健
全
化
に
向
け
、県
の
目
指
す
方
向

性
を
県
民
に
分
か
り
や
す
く
示
す
た
め
、

事
業
の
見
直
し
内
容
の
情
報
開
示
を
進
め
、

県
民
の
幅
広
い
合
意
形
成
を
図
ら
れ
た
い

こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
宮
委
員
） 

●
福
祉
医
療
費
公
費
負
担
事
業
の
政
令
市
へ

の
補
助
の
縮
減
や
、流
域
下
水
道
特
別
会

計
へ
の
市
町
負
担
の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
は
、

市
町
と
の
合
意
形
成
へ
の
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
　
（
武
田
委
員
、宮
委
員
） 

【
人
づ
く
り
に
つ
い
て
】 

●
新
た
な
成
長
を
生
み
出
す
人
づ
く
り
を
積

極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
、平
成
十

九
年
度
に
策
定
さ
れ
る
人
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
に
お
い
て
、地
域
社
会
全
体
が
幅
広
く

協
働
し
て
取
り
組
む
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

検
討
さ
れ
た
い
こ
と
　
　
　
　（
林
委
員
） 

【
活
力
づ
く
り
に
つ
い
て
】 

●
県
の
発
展
の
た
め
に
は
、海
外
と
の
交
流

を
一
層
促
進
す
る
と
と
も
に
、九
州
も
視
野

に
入
れ
た
瀬
戸
内
海
地
域
の
連
携
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、広
島
港
の
機
能
強
化
や
瀬

戸
内
海
の
観
光
振
興
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
 

（
浅
野
委
員
、林
委
員
、窪
田
委
員
） 

●
「
ひ
ろ
し
ま
観
光
立
県
推
進
基
本
計
画
」

の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
計
画
と
す
る
と
と
も
に
、広
域
的

な
観
光
地
を
創
出
す
る
な
ど
、観
光
立
県

の
実
現
に
努
め
る
こ
と
　
　（
沖
井
委
員
） 

●
本
県
の
農
山
漁
村
は
、過
疎
化
の
進
行
に
加

え
、担
い
手
の
高
齢
化
と
減
少
に
よ
り
、集

落
崩
壊
が
進
み
つ
つ
あ
り
、深
刻
な
状
況
に

直
面
し
て
い
る
が
、農
業
・
農
村
の
振
興
に

つ
い
て
は
、多
様
な
地
域
性
に
配
慮
し
た
農

業
改
革
を
進
め
、自
立
で
き
る
農
業
を
確
立

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
 

（
下
原
委
員
、冨
野
井
委
員
、山
崎
副
委
員
長
） 

【
安
心
づ
く
り
に
つ
い
て
】 

●
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
う
諸
課

題
に
対
し
、障
害
者
が
地
域
で
安
心
し
て

過
ご
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、制
度
改

善
に
係
る
国
へ
の
積
極
的
な
提
案
に
努
め

る
と
と
も
に
、市
町
に
お
け
る
負
担
の
地

域
格
差
解
消
に
取
り
組
ま
れ
た
い
こ
と
 

（
大
井
委
員
） 

●
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、

人
工
林
や
里
山
な
ど
の
多
面
的
機
能
を
維

持
し
、県
土
の
保
全
や
環
境
に
貢
献
で
き

る
事
業
で
あ
る
が
、新
た
に
県
民
の
負
担

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、県
民

の
幅
広
い
理
解
と
適
切
な
事
業
評
価
が
必

要
で
あ
る
こ
と
 

（
東
委
員
、武
田
委
員
、児
玉
副
委
員
長
） 

【
自
治
づ
く
り
に
つ
い
て
】 

●
道
州
制
に
向
け
た
県
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、県
の
進
む
べ
き
方
向

を
見
据
え
、県
全
体
が
一
丸
と
な
っ
た
県
政

の
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、将
来
の
県
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
知
事
の
明
確
な
政

治
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
 

（
多
賀
委
員
、児
玉
副
委
員
長
） 

●
公
共
工
事
に
係
る
一
般
競
争
入
札
の
拡
大

に
当
た
っ
て
は
、品
質
低
下
や
ダ
ン
ピ
ン
グ

の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、雇
用
の
場

の
確
保
や
、災
害
時
の
対
応
力
の
維
持
な

ど
を
図
る
た
め
、中
山
間
地
域
に
お
け
る

建
設
業
者
の
育
成
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
　
　
（
門
田
委
員
、冨
野
井
委
員
） 

大豆油インクを使用しています。

古紙配合率100％の再生紙を
使用しています。

あて先

082ｰ513ｰ4743TEL FAX 082ｰ222ｰ9600

ひろしま県議会だよりは、6月、9月、12月、2月の各定例会後に発行します。
この広報紙についてのご意見・ご要望をお寄せください。

〒730ｰ8509　広島市中区基町10ｰ52  広島県議会事務局　調査課　企画法制室
http://www.pref.hiroshima.jp/gikai/ホームページ

テレビ広報番組の配信…「ひろしま県議会ダイジェスト」を配信しています。

…本会議と予算特別委員会の会議録が登録されています。会議録の閲覧と検索
最新の

情報

を掲載
して

います
! 広島県議会

インターネット中継…本会議の審議状況等をインターネット中継（生・録画）しています。

ご近所で未着の方がありましたら、市・区役所、町役場、県議会事務局調査課企画法制室でお渡しいたしますので、その旨お伝えください。また、広島県議会ホームページでもご覧いただけます。
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環
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安
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機
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産
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・
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策
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平
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貢
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・
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対
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こと

）

い
進
じる
第、

す。） 

員 

特別委員会による最終報告の要旨（知事の処理報告を求める項目）

（主な意見・提言）

摯
、政
る。 
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